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。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
津
波
被
害
を
受
け
て
間
借
り
し
て
い
る
公
立
小
中
学
校
の
再
建
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
九
月
二
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
四
二
二
号
）
三
及
び
四
に
つ
い
て

で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
東
日
本
大
震
災

復
興
対
策
本
部
決
定
）
に
お
い
て
、
「
地
域
の
実
情
に
即
し
て
多
様
な
用
途
の
立
地
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
土
地
の
買
い
上

げ
等
も
可
能
な
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
を
総
合
的
に
再
検
討
す
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地
域
の
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
被
災
地
の
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）
の

要
望
も
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
九
月
二
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
四
二
二
号
）
三
及
び
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、

公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
立
学
校
（
以
下
単
に
「
公
立
学
校
」
と
い
う
。
）
の
施
設
に

一



関
し
、
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
お
い
て
当
該
施
設
の
従
前
の
効
用
を
復
旧
す
る
た
め
の
施
設
を
す
る
こ

と
及
び
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
か
又
は
不
適
当
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
当
該
施
設
に
代
わ
る
べ
き
必

要
な
施
設
を
す
る
た
め
に
必
要
な
工
事
費
に
つ
い
て
、
そ
の
三
分
の
二
を
国
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
被
害
を
受
け
て
、
公
立
学
校
が
高
台
等
に
移
転
す
る
場
合
に
つ
い

て
も
、
国
が
同
率
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島

県
、
茨
城
県
及
び
千
葉
県
の
各
教
育
委
員
会
に
対
し
、
「
津
波
で
被
災
し
た
公
立
学
校
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
お
け
る
取

扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
九
月
二
日
付
け
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
施
設
企
画
課
事
務
連
絡
）
に

よ
り
、
そ
の
旨
を
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
被
害
を
受
け
て
、
公
立
学
校
が
高
台
等
に
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
取
得
及
び
造
成
に
必
要
な
費
用
を
国
の
予
算
に
お
い
て
支
援
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
校
舎
に
代
え
て
一
時
的
に
使
用
す
る
仮
設
の
校
舎
の
整
備
に
対
す
る
国
庫
補
助
を

含
む
公
立
学
校
の
施
設
の
復
旧
に
必
要
な
予
算
の
確
保
等
を
通
じ
、
公
立
学
校
の
施
設
の
復
旧
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

二



り
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
の
一
日
も
早
い
回
復
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

被
災
地
の
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日
に
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
第
二
回
目
の
地

方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
交

付
税
の
額
の
決
定
及
び
交
付
を
行
い
、
被
災
地
の
地
方
公
共
団
体
以
外
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
交
付
額
を
含
め
て
、
合

計
で
約
千
七
百
四
十
八
億
円
を
交
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
復
興
に
向
け
て
は
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
「
今
後
の
復
旧
・
復
興
に
当
た

っ
て
は
、
国
費
に
よ
る
措
置
を
講
じ
て
も
な
お
、
地
方
負
担
が
地
方
債
の
償
還
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
を
含
め
て
生

じ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
・
・
・
国
・
地
方
（
公
費
分
）
合
わ
せ
て
少
な
く
と
も
十
九
兆
円
規
模
の
施
策
・
事
業
に
充
て
る
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
地
方
交
付
税
の
加
算
を
行
う
等
に
よ
り
確
実
に
地
方
の
復

興
財
源
の
手
当
て
を
行
う
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
今
後
の
平
成
二
十
三

年
度
第
三
次
補
正
予
算
や
平
成
二
十
四
年
度
予
算
な
ど
に
お
い
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


